

























我が国においても、日本支部は 1991 年に設立され、本年（2011 年）でち






そんな中、本年 3 月 11 日に発生した東日本大震災に際して、慈済会は台
湾の本部（花蓮市）及び海外 39 の支部の支援を得て、本格的な大規模活動
を開始した。地震発生当日の夕方には本部で総指揮センターを立ち上げ、
14 日の時点には第 1 回の救援物資として防寒毛布 5000 枚など大量の物資を
東京に届けた。日本支部では同月 16、17 日と茨城県大洗市で炊き出しを開
始、また同月 25 日には岩手県の大船渡市、翌 26、27 日には陸前高田市に
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行ったということである。同会は、まず 6 月 9～11 日、同 10～12 日のそれ
ぞれ 3 日間、慈済会は釜石市と陸前高田市で義援金（住宅被害見舞金）を
支給した。ついで 7 月 16～18 日には大槌町、同月 22、23 日には東京の日
本支部にて釜石市・陸前高田市からの避難者に義援金を手渡した。さらに





額も、単身世帯では 3 万円、2～3 人世帯では 5 万円、4 人以上の世帯では 7
万円と一律に決められた。『岩手日報』8 月 31 日号によれば、東北の被災




















収集に努めてきたが、とくに義援金配布については、6 月 11 日に釜石市で
の活動の状況を直接取材した。この日は大震災からちょうど 3 ヶ月目の節
目に当たる日だった。場所は JR 釜石駅そばの物産展示場のある建物（シー





















































































































その後のニュースでは、慈済会は 8 月 29 日、スクールバスの運行経費と
小中学校の給食経費、合計 1 億 5460 万円を支援する協定を釜石市と結んだ





























(1) 2008 年現在で日本支部の慈済メンバーのうち、委員（幹部会員）は 71 人（日















理教授の廖欣彬氏もまた、7 月 21 日、天理大学おやさと研究所の宗教研究会で
の講演「慈済の死生観と宗教的実践」の中でも、この問題について指摘した。 
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＊ 本報告は、平成 23 年度日本学術振興会科学研究・基盤研究(B)「環太平洋にお
ける宗教 NGO の国際的ネットワークに関する研究」（代表・稲場圭信）の研究
助成を受けている。 
